〈悲華経〉の梵蔵漢資料　補遺 by 石上 和敬

































1. 1.  サンスクリット本
1. 1. 1.  写本
〔バングラデシュ〕
（19）　Varendra Research Museum, Rajshahi
 No. 717.　（Siddhanta［1979］）＊
 紙、葉番号 1b-66b、12 行
 サイズ：38 × 11 ㎝＊
 日付：Sam
4
vat 775 （ = 1654/55 A.D.）＊








1. 2.  チベット語訳諸本
1. 2. 2.  写本
蔵Ａ．タボ写本
　　No. 1.4.0.57 （Running No. 265）  Harrison［2009: 159］




ば、pha rold tu phyind pa（kha 200a2）などに見られる da drag の保持










a 4a1, 10 lines.




rya ka ru ni pun da ri ka na ma ma ha ya na su tra となっている 9。 また、
本写本末尾の翻訳者には、Surendrabodhi と Ye śe sde のみを挙げる。
蔵Ｍ．ウランバートル写本
　　No. 93　Samten［2012: 38］
　　Location: mdo sde, n
4
a 1b1-216b2, 8 lines
　　特記10：本写本は、ウランバートルにあるモンゴル国立図書館所蔵
のチベット大蔵経ギャンツェ・テンパンマ・カンギュル写本に含まれる
もので、Digital Preservation Society （http://www.tibet-dps.org/index_
j.htm）によってデジタル化されている11。なお、本写本では蔵訳者名が
Jinamitra, Śīlendrabodhi, Prajñāvarma, Ye śe sde となっているが、二人












 rje pad 







　Tropper［2005: 53-54 & 60-61］は、チベット中南部の都市ギャンツェ
（Gyantse）の僧院ペルコル・チェデー（dpal ’khor chos sde）にある有
名な仏塔クンブム（sku ’bum）の内部に、〈悲華経〉の内容を要約したチ
ベット語銘文が２点ほど見られることを紹介している。同書からはチベッ
ト銘文自体の全容は知られないが、Ricca & Lo Bue［1993: 209］に銘文
の一部を判読できる写真が掲載されている。
1. 3. 漢訳諸本
1. 3. 1.  曇無讖訳『悲華経』十巻
1. 3. 1. 1.  蔵経本
悲Ｋ．高麗版大蔵経
　前稿（石上和敬［2009: 19］）で紹介した再雕本（1251 年完成）の他
















































　 文献番号「貞 157」（「金剛寺一切経目録」（落合俊典［2007: 146-147 & 
603］））
　　整理番号　甲本　0157-001a 〜 008a; 0157-010a










　『悲華経』を収める「甲第五函」の書写・校合年代は、安元 2 年 11 月






























馬守源朝臣家長」22 とあり、西暦 1225 年の書写とされる。この奥書の情報
等から判断すれば、『悲華経』写本はもともとの西楽寺一切経には欠けて



































　　整理番号　1234 〜 1241　（中尾堯［1997: 478-481］）
　松尾社一切経とは、もともとは松尾社（松尾大社）に納められたものだ







　　 整理番号　既指定分 130（第六函−八）; 131（同函九）; 147（同函






















































1. 3. 2.  失訳『大乗悲分陀利経』八巻











1. 3. 2. 5.  日本古写経
大ＳＳ．正倉院聖語蔵














　　 文献番号「貞 156」（「金剛寺一切経目録」（落合俊典［2007: 146 & 
603］））




















　　 通番　1440 〜 1447　箱番号　千字文　143 萬　（京都府教育委員会
［1998: 97］）
　巻二の奥書には、「永万二年才次丙戊三月廿六日求法沙門珎盛書、一校




















　　 整理番号　既指定分 127（第六函−五）; 129（同函七）; 143（同函




は 1115 年、巻二は 1116 年の書写とわかる。
　巻四　「永久三年歳次乙未九月三日書写了 / 法隆寺一切経之内上宮王院 / 
堂司見円為過去二親往生極 / 楽頓證菩三巻書写如右敬白 / 勧進聖勝賢」
　巻七　「若宮三子為息災延命増長福壽書写了」43
　巻二　「永久四年二月二日法隆寺一切経之内三巻書了僧覚□ / 為過去慈





















































 5 西田龍雄［1987: 122-123］、Tauscher［2008: xxxvi-xxxvii］。
 6 本写本の写真版を、スタンフォード大学のポール・ハリソン教授より頂戴した。
記して謝意を表します。



































現存巻数は同じ。整理番号 240（巻二）〜 244（巻六）； 245（巻十）。

















33 同一切経は、（注 31）の（2）に相当するもので、中尊寺には 2724 巻現存する





34 京都国立博物館［2004: 322］。なお、荒川経は現在、高野山に 3575 巻が現存する。
35 初雕本では巻五は（T3,271a,2）で終わっているが、大正蔵では続く「歎品第十八」
（T3,271a,3-272b,13）も巻五に含まれている。









41 「「法隆寺一切経」現存目録（稿）」（竺沙雅章（宮崎健司）［1999 : 23］）においても、
現存巻数は同じ。整理番号 233（巻二）〜 239（巻八）。
42 文化庁［1986: 14-15 & 76］。
43 巻四と巻七は文化庁［1986: 15］。
44 文化庁［1986: 76］。
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